
  
 
  
 

 
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４歳児・すみれ組 

202４・12・2７ 

担任：大澤 知可子 

【１１～１２月のねらい】 

・自分の思いを伝えながら、友達と一緒に共通の遊びを楽しむ。 

・自分なりの目的をもち、繰り返し取り組む。 

 １２月に入り、先生と一緒にこま回

しで遊び始めました。こまを回す以前

に、紐を巻いたり、こまを持ったりする

ことに苦戦し、最初は上手に巻けても

途中でグチャグチャになったり、やっ

と巻けてもこまを持つときに紐が取れ

てしまったり…先生に手伝ってもらい

ながらやっと巻けると「ソフトクリー

ムみたい！」と嬉しそうにしています。 

こま回しは・・・ 

指先と手首を使って紐を巻くので、 

手先の器用さや集中力につながります。 

全身を使って投げることで、 

バランス感覚も養われると言われています。 

 

椅子に座った方が 
落ち着いて巻けるんだよね♪ 

こまこま回れ！いち・にの・さん！！ 

持ち方も 
難しいんだよね… 

今日は３回回ったよ！ 

どうしたら上手に紐を巻ける

のか…子どもたちなりに考えて

椅子に座って巻いてみたり、友達

に聞いたりする姿があります。 

こまが回るようになると、連続で

回すことを目標にしたり、技に 

挑戦してみたり…これからは 

室内で過ごす時間も増えますが、

じっくりとこま回しを楽しんで

いきたいと思います。こまの用意

もありがとうございました。 

きのこ回りもできた！ 

これ、“タイヤ回り”って 
いう名前にするのはどう？ 
横向きでもこまが回ったこと
が嬉しく、自分たちで名前を
付けて楽しんでいます。 

友達に紐の巻き方を 
教えてもらったよ！ 

こまに紐を掛けて 
「こまのお散歩」 
技にも挑戦し始めました。 

よっしゃー！ 
回った！！ 



 

 参観会でも見ていただいた表現遊びを通して、友達と共通の遊びを楽しむようになった子ども

たち。一緒に遊ぶ楽しさを感じ、関わりが深まってきています。「○○ちゃん、一緒にやろう」「○○ 

くん、かくれんぼやらない？」と誘い合う姿もたくさん見られます。困ったことがあると先生を頼って

いた子どもたちでしたが、最近では友達を頼ったり、助けようとしたりする姿も見られるように

なってきています。 

遊びを通して、子どもたちが 

互いに必要な存在であることを 

認識し、さらに友達への愛情や 

信頼感をもつことにつながるように 

していきたいと思います。 


